
「研究データ管理（RDM）は研究活動をどう促進するか」
パネルディスカッション
• 船守美穂先生（国立情報学研究所）：先進的事例の紹介
• 中原康行様（立命館大学）：大学的観点の推進と課題
• 戸所泰人様（大阪大学）：部局的観点の推進と課題
• 加藤久明先生（大阪大学）：研究者観点の推進と課題
• 甲斐尚人（大阪大学）：モデレータ

（１）基盤整備やガバナンスの視点で
研究活動を促進するにはRDMはどうあるべきか

（２）RDMを促進する人材は足りているか
足りていないとしたらどんな人材ならそれらの
業務をカバーできそうか
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